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世
界
の
感
染
者
発
生
は
増

加
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
発
表
（
８
月
30
日
時

点
）
に
よ
る
と
、
新
規
感
染

者
数
は
約
26
万
人
、
既
に
累

計
感
染
者
数
は
２
４
０
０
万

人
を
、
死
者
数
は
約
83
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
直
近
の

報
道
（
１
日
）
で
は
、
累
計

感
染
者
数
は
世
界
で
２
５
０

０
万
人
、
米
国
で
は
６
０
０

万
人
を
超
え
た
と
伝
え
て
い

ま
す
。

　

世
界
で
の
感
染
状
況
等
を

示
す
デ
ー
タ
は
、
引
用
し
た

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
数
字
を
含
め
各
国

政
府
の
発
表
等
を
集
積
し
た

も
の
で
す
の
で
、
そ
の
信
頼

性
に
つ
い
て
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
の
感

染
者
数
に
は
無
症

状
者
を
含
ん
で
い

ま
せ
ん
し
、
各
国

の
検
査
能
力
等
々

を
考
慮
す
る
と
、

各
国
間
の
比
較
検

討
を
す
る
こ
と
に

は
問
題
が
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

例
え
ば
ア
フ
リ

カ
か
ら
の
感
染
者

報
告
は
少
な
く
、

南
ア
フ
リ
カ
が
最

多
の
60
万
人
超
、

全
体
で
は
約
１
１

０
万
人
と
の
こ
と

で
す
。
し
か
し
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
そ
の
検

査
能
力
、
医
療
提

供
体
制
、
衛
生
環

境
を
考
え
る
と
必

ず
し
も
実
態
を
示

し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
危

惧
し
ま
す
。

　

国
別
に
見
る
と
、
図
（
８

月
31
日
時
点
）
の
通
り
米
国

（
約
５
９
１
万
人
）、
次
い
で

ブ
ラ
ジ
ル
（
約
３
８
６
万

人
）、
イ
ン
ド
（
約
３
５
４

万
人
）。
感
染
者
数
の
増
加

ス
ピ
ー
ド
も
こ
の
３
国
が
他

を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
」
宣
言
等
も
あ
り
、
多
く

の
国
で
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都

市
封
鎖
）
が
実
行
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
感
染
症
対
策

と
経
済
対
策
と
の
バ
ラ
ン
ス

の
上
に
成
り
立
つ
各
国
の
政

策
対
応
は
各
々
異
な
り
ま

す
。
ど
の
国
の
政
策
が
良
い

か
の
判
断
は
簡
単
に
は
下
せ

ま
せ
ん
。

　

発
生
感
染
者
最
多
の
米
国

は
、
渡
航
中
止
勧
告
の
解
除

を
宣
言
す
る
一
方
で
、
１
０

０
億
ド
ル
の
政
府
資
金
を
投

入
し
た
「
ワ
ー
プ
・
ス
ピ
ー

ド
作
戦
」
を
強
力
に
展
開
し

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
支
援
と
共
に
、
開
発
に
成

功
し
た
際
の
製
品
獲
得
、
そ

し
て
国
内
接
種
を
も
視
野
に

入
れ
ま
す
。

　

既
に
米
モ
デ
ル
ナ
、
米

フ
ァ
イ
ザ
ー
、
英
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
な
ど
、
複
数
の
製
薬

企
業
と
供
給
契
約
を
結
び
、

10
億
回
分
以
上
の
ワ
ク
チ
ン

を
確
保
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
米
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
、
５
月

１
日
に
は
「
レ
ム
デ
シ
ビ

ル
」、
８
月
23
日
に
は
、
そ

の
安
全
性
に
懸
念
を
示
す
専

門
家
も
い
る
中
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
回
復
者
の
血
液
に
含
ま

れ
る
抗
体
を
活
用
す
る
血
漿

療
法
に
つ
い
て
も
「
緊
急
使

用
許
可
（
Ｅ
Ｕ
Ａ
）」
の
判

断
を
下
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
の
方
針

　

日
本
政
府
も
感
染
症
発
生

当
初
か
ら
同
様
の
感
染
症
対

応
策
を
取
り
ま
す
。

　

３
月
28
日
特
措
法
第
18
条

第
１
項
に
規
定
す
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
を

発
表
し
ま
し
た
。「
現
時
点

で
は
、
有
効
性
が
確
認
さ
れ

た
特
異
的
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

や
ワ
ク
チ
ン
は
存
在
せ
ず
、

治
療
方
法
と
し
て
は
対
処
療

法
が
中
心
で
あ
る
」
と
の
状

況
認
識
に
立
ち
、「
有
効
な

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
等
の
開

発
を
加
速
す
る
こ
と
。
特
に

他
の
治
療
で
使
用
さ
れ
て
い

る
薬
剤
の
う
ち
、
効
果
が
期

待
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め

の
臨
床
研
究
・
治
験
等
を
速

や
か
に
実
施
す
る
こ
と
」
と

取
組
方
針
を
示
し
ま
す
。

　

４
月
７
日
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
に

は
「
決
定
的
な
治
療
法
が
存

在
せ
ず
、
発
症
す
れ
ば
対
処

療
法
を
根
気
強
く
続
け
る
し

か
な
い
こ
と
が
世
界
的
に
も

大
き
な
不
安
の
原
因
で
あ

り
、
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の

研
究
開
発
を
最
優
先
の
課
題

と
し
て
加
速
す
る
」
と
し
、

「
…
薬
事
承
認
さ
れ
た
有
効

な
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
国
内
企
業
の
開
発

を
後
押
し
す
る
点
も
踏
ま

え
、
国
家
備
蓄
分
と
し
て
購

入
す
る
な
ど
の
措
置
を
速
や

か
に
検
討
す
る
」
と
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
17
日
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
骨
太
方
針
２
０
２
０
」

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
加
速

に
関
す
る
記
述
が
数
多
く
見

ら
れ
、「
…
緊
急
対
策
と
し

て
優
先
か
つ
迅
速
に
審
査

し
、
国
内
で
の
生
産
体
制
を

早
期
に
整
備
す
る
と
共
に
、

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
必
要

量
の
確
保
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
構
築
を
進
め
る
」
と

あ
り
ま
す
。

　

８
月
28
日
に
安
倍
総
理
大

臣
が
突
然
の
辞
任
を
表
明
し

た
記
者
会
見
で
、
そ
の
直
前

に
行
わ
れ
た
政
府
対
策
本
部

決
定
「
２
０
２
１
年
前
半
ま

で
に
全
国
民
に
提
供
で
き
る

数
量
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
」
な

ど
を
併
せ
公
表
し
ま
し
た
。

（
続
く
）

Beyond CORONA
コロナを超えよう　▷３

（外務省ＨＰ資料より）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

世
界
の
現
状

政
策
対
応
（
治
療

薬
・
ワ
ク
チ
ン
）
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理
化
学
研
究
所
生

命
医
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
Ｔ
細
胞
の
病

原
体
セ
ン
サ
ー
で
あ

る
「
Ｔ
ｏ
ｌ
ｌ
様
受
容
体
」（
Ｔ

Ｌ
Ｒ
）
が
Ｔ
細
胞
を
活
性
化
す

る
分
子
機
構
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

近
年
、
Ｔ
Ｌ
Ｒ
は
獲
得
免
疫

の
中
心
的
担
い
手
で
あ
る
Ｔ
細

胞
に
も
発
現
し
、
Ｔ
細
胞
の
Ｔ

Ｌ
Ｒ
２
が
感
染
免
疫
応
答
だ
け

で
な
く
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど

に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

Ｔ
Ｌ
Ｒ
２
に
よ
る
Ｔ
細
胞
活
性

化
の
分
子
機
構
を
解
析
し
た
。

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
Ｔ
細
胞
は
、
Ｔ

Ｌ
Ｒ
２
の
リ
ガ
ン
ド
で
活
性
化

さ
れ
る
の
に
対
し
、
ナ
イ
ー
ブ

Ｔ
細
胞
は
活
性
化
さ
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

ナ
イ
ー
ブ
Ｔ
細
胞
と
エ
フ
ェ
ク

タ
ー
Ｔ
細
胞
の
一
種
で
あ
る
Ｔ

ｈ
１
細
胞
に
お
け
る
Ｔ
Ｌ
Ｒ
２

の
下
流
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子

の
発
現
の
違
い
を
調
べ
た
結

果
、
こ
れ
ら
細
胞
で
は
Ｔ
Ｌ
Ｒ

国別感染者数の推移（累積）

米国 （5,917,474 人）

1月23日

1月30日
2月6日

2月13日
2月20日

2月27日
3月5日

3月12日
3月19日

3月26日
4月2日

4月9日
4月16日

4月23日
4月30日

5月7日
5月14日

5月21日
5月28日

6月4日
6月11日

6月18日
6月25日

7月2日
7月9日

7月16日
7月23日

7月30日
8月6日

8月13日
8月20日

8月27日

ブラジル （3,862,311 人）
インド （3,542,733 人）

ロシア （987,451 人）
ペルー （647,166 人）
南アフリカ （625,056 人）
コロンビア （607,938 人）
メキシコ （595,841 人）
スペイン （439,286 人）
チリ （409,974 人）
中国 （85,048 人）
日本 （67,865 人）

（上位 10 か国及び中国・日本）

２
を
介
す
る
活
性
化
シ
グ
ナ
ル

に
必
須
の
ア
ダ
プ
タ
ー
分
子

「
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
」
の
発
現
が
異

な
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
の
発
現
は
、
ナ

イ
ー
ブ
Ｔ
細
胞
で
は
ほ
と
ん
ど

な
い
も
の
の
、
ナ
イ
ー
ブ
Ｔ
細

胞
を
Ｔ
Ｃ
Ｒ
刺
激
で
活
性
化
す

る
と
上
昇
し
、
Ｔ
ｈ
１
細
胞
に

分
化
し
た
後
で
も
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ

の
発
現
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｔ
ｈ
１
細

胞
の
培
養
に
は
、
Ｔ
細
胞
増
殖

因
子
の
Ｉ
Ｌ
︲
２
が
必
要
と
な

る
た
め
、
Ｉ
Ｌ
︲
２
が
Ｔ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｐ
の
発
現
に
及
ぼ
す
影
響
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
高
濃
度
の
Ｉ

Ｌ
︲
２
で
培
養
す
る
条
件
で
分

化
し
た
Ｔ
ｈ
１
細
胞
は
、
低
濃

度
で
培
養
し
た
場
合
の
Ｔ
ｈ
１

細
胞
に
比
べ
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ

の
発
現
が
高
く
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
の
発
現

レ
ベ
ル
に
比
例
し
て
、
高
い
濃

度
の
Ｉ
Ｌ
︲
２
で
培
養
し
た
Ｔ

ｈ
１
細
胞
は
、
低
い
濃
度
で
培

養
し
た
細
胞
よ
り
も
、
Ｔ
Ｌ
Ｒ

２
リ
ガ
ン
ド
に
よ
っ
て
誘
導
さ

れ
る
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲
γ
の
産
生
や
Ｎ

Ｆ
︲
κ
Ｂ
、
Ｅ
Ｒ
Ｋ
の
活
性
化

が
高
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｔ
細
胞
で
は

Ｔ
Ｃ
Ｒ
刺
激
で
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
の

発
現
が
初
め
て
誘
導
さ
れ
、
Ｉ

Ｌ
︲
２
が
あ
る
と
発
現
が
維
持

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｒ
と
Ｉ
Ｌ
︲
２
の
刺
激

で
Ｔ
細
胞
の
増
殖
を
誘
導
す
る

た
め
に
、
栄
養
セ
ン
サ
ー
で
あ

る
ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
複
合
体
１
（
ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
１
）
の
活
性
化
が
必
須

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
１
阻
害
剤
の
ラ
パ
マ
イ
シ
ン

の
存
在
す
る
条
件
で
Ｔ
ｈ
１
細

胞
を
培
養
し
た
と
こ
ろ
、
ラ
パ

マ
イ
シ
ン
の
存
在
下
で
培
養
し

た
Ｔ
ｈ
１
細
胞
は
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ

の
発
現
が
低
か
っ
た
。

　

Ｔ
ｈ
１
細
胞
を
Ｔ
Ｌ
Ｒ
２
リ

ガ
ン
ド
で
刺
激
す
る
と
ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｃ
１
の
活
性
化
が
誘
導
さ
れ

た
。
ラ
パ
マ
イ
シ
ン
の
存
在
下

で
ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
１
活
性
を
抑
制

し
た
条
件
で
Ｔ
Ｌ
Ｒ
２
リ
ガ
ン

ド
で
Ｔ
ｈ
１
細
胞
を
刺
激
す
る

と
、
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲
γ
の
産
生
が
著

し
く
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ｔ
細

胞
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｒ
刺
激
と
Ｉ
Ｌ
︲

２
に
よ
る
ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
１
の
活

性
化
を
介
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
の

発
現
を
誘
導
し
、
こ
の
Ｔ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｐ
に
よ
り
Ｔ
Ｌ
Ｒ
２
シ
グ
ナ

ル
を
誘
導
し
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
Ｔ

細
胞
を
活
性
化
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｎ
︲

γ
の
産
生
を
誘
導
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
研
究
成
果
か
ら
、
Ｔ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
、
ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
１
な

ど
の
機
能
制
御
に
よ
っ
て
、
感

染
症
や
癌
、
自
己
免
疫
疾
患
の

新
薬
開
発
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

病
原
体
成
分
が
Ｔ
細
胞
活
性
化

Ｔ
Ｌ
Ｒ
２
の
分
子
機
構
を
解
明

理研グループ


